





Generation process of needs
─ Needs for new products and services are generated in any way, or will be generated ? ─
 Seiji Kurosu
Abstract
We divide into two kinds of needs. One is the potential needs, the other is the obvious needs. 
The obvious needs are the needs that have been verbalized. The obvious needs, initially generated 
from within the one of the personʼs head. Working to discover needs and working to come up with 







































































確かに、誰もが「雨の日に傘をもつのは厭だ」くらいは思う。しかし “ 厭さ ” の程度を軽減すること
を考えようとする人はそれほど多くないであろう。そして、この “ 厭さ ” は、新製品開発の元となるニー
ズだ、と考える人はさらに少なくなるだろう。さらに言えば、「駅構内などで、濡れた傘を手にもって

















このことを、“ 一人の人間の頭から、自然発生的に発せられた ” という言い方もできるが、何となく




































































































































































































なお、潜在ニーズが顕在ニーズとして表出される “ 切っ掛け ” とは、一般にいわれる “ ニーズの掘り
起こし ” 作業とか “ ニーズの把握 ” 作業とか “ ニーズの認識 ” 作業とか “ ニーズの発見 ” 作業とかに
よって、生じるものであろうと考える。これらの作業の仕方に関しては、４） ５） ６）に一部述べてい
るが、今後の研究課題でもある。
６　おわりに
本研究で述べたことを新製品開発作業へ応用すると、つぎのようになる。
新製品開発をしようとしたとき、その初期作業の段階で必須となる作業は、本稿で述べた顕在ニーズ
を明確にする作業であると考える。顕在ニーズが明確になっていれば、そこから、何らかのアイデアを
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考え出すことができると思われる。
では顕在ニーズを明確にするにはどうするか。それは、新製品開発作業に携わる人達それぞれの頭の
中にある潜在ニーズを顕在化する作業が必要であると考える。つまり、潜在ニーズを言語表現化するこ
とである。それは、ふだん感覚器官で感じることを、意識的に意志的に言語で表現していくことである。
この作業は、一人一人の頭の中で行われると考える。
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